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祭翌て代だっ
が一、並て
童［本び春
ィ了 殿に 季
さ日を協 大
れ午は力 祭

ユ、後じ会 が
明五めの 斎

季
大
祭
斎
行

S

併
せ
て
束
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

復
興
祈
願
祭
S

傘
宗
像
•国＂ぽ●
1 ・ 15日月汲祭
午前10時～
高宮祭

第二宮・第三宮祭

宗像護国神社祭(1日）

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

5日五月・浜宮祭

午前10時30分～
浜宮祭

於＝宗像市神湊浜宮

午前 1 1 時～五月祭
於＝宗像市江口五月宮

27日沖津宮現地大祭

午前7時大島港出港
於＝沖ノ島・沖津宮

ロ
』□犀

り
の
早
さ
で
再
開
に
漕
ぎ
着
け
た
。
今
回
の

迅
速
な
る
再
開
は
復
興
へ
の
希
望
に
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
▼
今
、
日
本
国
民
は
、

復
興
を
願
っ
て
お
り
全
国
の
神
社
に
お
い
て

も
復
興
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
祈
り

と
は
最
も
基
本
的
な
信
仰
で
あ
っ
て
、
誰
も

が
自
ず
と
行
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
信
仰
と

は
教
え
を
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
の
だ

が
、
今
の
状
況
で
は
教
え
は
助
け
合
う
心
、
よ

り
ど
こ
ろ
は
信
じ
る
心
で
は
な
か
ろ
う
か
▼

皇
居
に
お
い
て
は
陛
下
が
率
先
し
て
自
主
節

電
を
続
け
ら
れ
、
ま
た
避
難
所
や
被
災
地
へ

も
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
、
被
災
者
の
方
々
を
お

見
舞
い
に
な
ら
れ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
最

も
尊
い
御
方
で
あ
ら
れ
る
陛
下
が
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
国
難
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
の
御

聖
慮
は
、
国
民
が
―
つ
に
な
る
本
当
に
有
難

い
お
言
葉
で
あ
る
▼
復
興
作
業
に
従
事
さ
れ

て
い
る
方
に
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
祈
り

や
願
い
が
通
じ
て
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
再

開
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
つ
の
カ

が
集
ま
れ
ば
途
轍
も
な
い
力
に
な
る
と
人
々

は
言
う
が
正
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
。

祈
り
か
ら
助
け
合
い
、
信
じ
合
う
気
持
ち
が

生
ま
れ
、
復
興
に
繋
が
る
▼
西
日
本
に
住
む

私
達
に
出
来
る
事
の
ひ
と
つ
は
、
復
興
さ
れ

る
ま
で
祈
り
、
願
い
続
け
る
こ
と
で
は
な
い

か
。
国
難
を
乗
り
越
へ
、
復
興
し
た
先
に
は
以

前
に
も
増
し
て
美
し
く
新
た
な
る
日
本
文
化

が
築
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
壼
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒8 I 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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「
主
基
地
方
風
俗
舞
」
、
続
い
て
玄
二
二
宮
、
宗
像
護
国
神
社
へ
と
宮
司
」
茶
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

海
中
学
校
女
子
生
徒
に
よ
る
「
浦
一
以
下
各
神
職
・
参
列
者
が
参
進
、
二
日
頃
、
茶
道
・
南
坊
流
の
指

安
舞
」
が
優
雅
に
奉
奏
さ
れ
た
。
：
各
祭
場
で
春
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
i
導
を
受
け
て
い
る
巫
女
の

翌
二
日
午
前
十
一
時
か
ら
は
二
i
宗
像
護
国
神
社
祭
で
は
、
福
岡
県
ご
代
表
が
、
毎
年
こ
の
日
に
大

日
祭
が
斎
行
さ
れ
海
上
安
全
・
大
二
護
国
神
社
田
村
豊
彦
宮
司
を
は
じ
」
神
様
に
御
茶
を
奉
納
す
る
。

漁
満
足
が
祈
念
さ
れ
、
併
せ
東
北
丁
め
、
宗
像
・
福
津
両
市
の
遺
族
等
一
奉
仕
者
は
獣
紗
捌
き
も
雅

地
方
太
平
洋
沖
地
震
復
興
祈
願
祭

1
1
0
0余
名
が
参
列
す
る
中
、
護
：
や
か
に
御
点
前
を
披
露
し
、

を
斎
行
、
同
地
震
の
終
息
と
速
や
二
国
の
英
霊
を
お
慰
め
申
上
げ
る
と
一
た
て
ら
れ
た
御
茶
は
斎
主

か
な
復
興
が
祈
念
さ
れ
た
。
：
共
に
、
恒
久
平
和
が
祈
念
さ
れ
た
。
：
よ
り
神
前
に
お
供
え
さ
れ

祭
典
後
に
は
、
み
あ
れ
祭
等
の
一
ま
た
同
刻
、
儀
式
殿
で
は
交
通
：
に
。
こ
れ
を
以
っ
て
三
十
一

海
洋
神
事
に
功
労
あ
る
各
氏
子
に
一
安
全
講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、
講
員
二
日
の
総
社
地
主
祭
か
ら
始

対
し
、
宮
司
よ
り
感
謝
状
と
記
念
i
皆
様
の
今
年
一
年
の
交
通
安
全
も
：
ま
る
春
季
大
祭
は
滞
り
無

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ご
祈
念
さ
れ
た
。
一
く
終
了
し
た
。

二
日
祭
終
了
後
、
第
二
宮
、
第
一
午
後
二
時
か
ら
は
本
殿
に
て
献

T

r

g̀ 

直四

大
森
可
南
子

中
野
沙
菜

生しち月日光 像れ児鎮た

：心｀ 9 汀息 []9 □9 s 鎮
固冒塁真〖贔塁包旦g汀孟宗岱国

督函筐磁星着醤突；：二玉賓隻貫寺
且~···~···~···~···~··; >~.~lltだ摩、？....................................................................................................... 

スア史青 で午児集子 さ曜鎮稚ィヒ、

麿ぞ、 9 貫安虞平だ磁史召忍髯摩~竺：ま
よボ 7 宗社［時着殿社早召わま五
る l デ像氏t一本装でに朝 せで°一つ
誘イィ歴子：殿、稚参合 贋大名

窄菫諷＇tt:
る開 S
親催

副寺 と整神導
住の多行え輿•
職境様進、な‘警

陰日の取各さ太たーだよ内なし宗ど護

責麟西呈霙勢［匹筐豆｀裕娑だ霰屯支をな寺とイ丁々地‘了つ法る乱 ら乗行
見稚のな事、臼震東しり話とれ 鎮馬列
せ児春つか慮で北たはを‘る 国では
たののた急し被地。午ぃ立鎮 寺列子
。おーも逮、災方ま後た部国 へを供

り

（
玄
海
中
学
校
二
年
生
）

（
ク
）

歌
方

駐
5

安
部
賓
氏
（
宗
像
市
神
湊
）

副
胃
―
i
手

.. 

宝
．
＿
＿
一
g
．
迫

の
舞
方
清
水
陽
介

I

中
野
久
志

コ
し下は

松
井
実

者
松
井
徳
一
郎
石
津
典
秀

彰

吉
田
敏
幸

表者
中
野
正
徳

仕奉
吉
田
光
利

各

■
―
一E
-
-臣
＝
一
口
曹

浜
田
充
（
宗
像
漁
協
•
本
所
）

三
苫
英
了
（

遠
藤
利
男
（
宗
像
漁
協
・
大
島
支
所
）

沖
西
豊
光
（
ヶ

村
田
桂
司
（
宗
像
漁
協
・
地
ノ
島
支
所
）

山
下
秀
二
（

田
畑
徳
（
宗
像
漁
協
・
福
間
支
所
）

中
村
忠
彦
（
鐘
崎
漁
協
）

権
田
幸
年
（
ヶ

菊
池
茂
（
宗
像
漁
協
・
津
屋
崎
支
所
）

永
島
知
宏
（
ヶ

山
本
繭

本
山
未
陽

// // 
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四
月
三
日
（
日
）
、
恒
例
の
奉
納
：
を
受
け
、
体
育
館
よ
り
宗
像
大
社

剣
道
大
会
が
、
玄
海
中
学
校
体
育

□
へ
逢
拝
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

館
に
て
小
中
生
約
三
百
名
参
加
の
丁
た
模
範
演
武
で
は
、
日
本
剣
道
形

も
と
開
催
さ
れ
た
。
：
並
び
に
居
合
道
が
披
露
さ
れ
、
緊

開
催
に
先
立
ち
、
選
手
並
び
に
二
張
感
あ
る
動
き
、
演
武
者
の
仔
ま

大
会
関
係
者
は
神
職
か
ら
お
祓
い
i
い
に
剣
道
本
来
の
姿
を
見
る
思
い

が
し
た
。

試
合
が
始
ま
る
と
日
頃

稽
古
で
鍛
え
た
成
果
を
残

ら
ず
発
揮
し
よ
う
と
、
声

を
張
り
上
げ
て
必
死
に
相

手
に
喰
ら
い
つ
く
豆
剣
士
達

の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

約
五
時
間
に
渡
る
熱
戦

も
午
後
二
時
に
は
幕
を
閉

じ
、
参
加
者
の
小
中
学
生

は
自
分
の
力
を
出
し
切
っ
た

清
々
し
い
表
情
で
あ
っ
た
。

尚
、
居
合
道
を
演
武
さ

れ
た
宗
像
居
合
道
同
好
会

の
皆
様
は
、
例
年
通
り
中

学
校
で
の
演
武
終
了
後
、

大
社
へ
移
動
し
本
殿
横
に
て

演
武
を
行
い
、
こ
の
一
年
の

成
長
を
大
神
様
に
奉
告
し

た
。

春
季
奉
納
剣
道
大
会

•
S

鍛
練
の
成
果
を
大
神
様
に
ご
奉
告s

Jj 
【
中
学
生
】

男
子

女
子

【
小
学
生
】

1

年
生

2

年
生

3

年
生

4

年
生

5

年
生

6

年
生

【
中
学
生
】

男
子

女
子

颯
（
城
山
）

綾
乃
（
日
の
里
）

自
由
ヶ
丘
中
学
校

城
山
中
学
校

佐
尾
山
迅
（
東
部
）

荒
木
友
輔
（
南
郷
）

し
ま
だ
て
ま
さ
や

嶋
立
将
也
（
東
部
）

な
か
は
ら
さ
あ
や

中
原
沙
綾
（
玄
辰
館
）

荒
木
将
成
（
東
部
）

阿
部
良
我
（
赤
間
西
）

大厚
和

一
春
季
奉
納
吟
詠
大
会

四
月
九
日
（
土
）
、
春
麗
ら
か
な
丁
わ
れ
た
。

陽
気
の
中
、
春
季
恒
例
の
奉
納
吟
一
合
吟
で
は
国
民
道
の
祖
神
で
あ

詠
大
会
（
主
催
・
鶴
洲
流
、
宗
家
・
：
る
宗
像
大
神
様
に
、
松
口
月
城
先

河
野
鶴
聟
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
：
生
奉
納
の
「
宗
像
宮
」
を
河
野
鶴
磐

大
会
は
昭
和
五
十
一
年
よ
り
奉
納
こ
ホ
家
以
下
会
員
一
同
で
献
吟
、
境

さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
第
三
十
二
丁
内
に
朗
々
と
響
き
渡
る
声
に
多
く

回
大
会
を
迎
え
る
。
二
り
参
拝
者
が
暫
し
足
を
止
め
、
聴

午
前
十
一
時
、
当
大
社
本
殿
に
：
き
入
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

北
九
州
地
区
を
中
心
に
近
隣
地
区
]
献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と

か
ら
会
員
六
十
四
名
が
参
集
し
、
こ
移
動
し
式
典
が
開
会
さ
れ
、
会
員

正
式
参
拝
並
び
に
奉
納
合
吟
が
行
：
各
々
が
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の
喉
で

二
吟
題
に
沿
っ
た
吟
詠
を
披
露
し
た
。

：
午
後
三
時
に
は
日
程
の
全
て
を
終

i
了
し
た
。

一
零
略
髯H璽
面
霞
田
三

三
一
神
鎮
座
す
宗
像
宮

一
天
孫
を
擁
護
し
て
仁
徳
崇
し

□
神
武
皇
膜
之
に
依
っ
て
就
る

一
肇
国
の
大
業
之
の
中
に
成
る

」
筑
紫
之
山
玄
海
之
海

一
山
一
水
皇
風
を
仰
ぐ
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み
た
け
さ
ん

大
島
御
獄
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

ー
沖
ノ
島
に
並
ぶ
祭
祀
遺
跡
の
可
能
性
裔
ま
る
ー

宗
像
市
市
民
活
動
推
進
課
郷
土
文
化
学
習
交
流
室

安島沖ぶ
全で津沖玄
をす宮ノ界
願゜が島灘
つま鎮はの
てナこ座 ‘沖
長古し田合
年来てjし‘約
によい姫 60
わりる神 km
た航神をに
り海聖祀浮

-Jr.-
, 国のなるか

ご”--[9[I[[[ぃ期ぉ沖ものガ銅称--, °とこまの物れ さ祭さこで―て
ま間こノ出交ラ製さ海まをなさでとた れ祀ま名三十き
すもな島土流ス龍れのた示ゎし、い遺 まのざれ次九ま
。注わでしをな頭る正、すれくそう物 し痕ま、に年し

................................................................................................................................................................................................................ 

山嶽島は大消社最のがなて 非道的こ期れ代年さ代ノ現
山宮の標島津中大沖あわ沖昨常のにと、間てを間れの島在
頂が最高の姫津の合りれノ年に成もか祭き趙にる五にの
で鎮高 2 中神宮島約まて島秋重り稀わ祀まぇゎ十世お研
は座峰 2 央ががで 8 しい以に要立てかがし長た世紀け究

后と孟崩位息冒内信だ含咎畠手な腐象琶t：農昇星忍‘拿岱
まい津吉置れし島浮大とも市゜考大祀なこわこで遣祀に
でま宮悶すて、にか島を祭大 え社遺ゎのたな‘唐はょ
度す摂がるぃそはぶは示祀島 る、跡れよりゎ約使‘る
々゜社ぁ御まこ宗福宗すがに うまはてう継れ六の古と
遺御のり嶽すに像岡像発ぉぉ えた全きに続、 0 廃墳、
物嶽御、山。は大県市見こい で神国た長さ世〇止時沖
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

ー得ましま設長こため年宗そん跡た性期わしてた物採活地ら同うらが
月るしてし定いな°に九像こでと゜なやれか捉この集遺環に遺名‘採
にこたいたし調つ発発月大で重確仮ど規てしえとなさ跡境山跡で大集
価とがた°て査ナこ掘掘か社‘要認にに模い、らか力‘れ以ヵ、頂は知島
蘊が、期発掘区後調調らと宗なさ御つ、な発れらにて外らと島ら御胄
終で予間掘りを 査査遺共像発れ嶽い沖か掘て、祭ぃの住いでれ嶽
[ ：胄合冒下山［は冑胃履嚢戸且闘丘烏；冒亨胃畠た遺居うあて山芯
ま成上大はば鷹；形こ容平育ふ沖頂盃嘉店置［塁靡ヽ［急 9 : t塁を
し一のき当ぉ四と測な確成委りノカ‘で関、こナことぁのりのい‘たとと
だ干成く初こケい量い認二員ま島祭し連時な。しっ遺、生立さ。いか
三果延予な所うをまの十会すと祀
年をび定いに細おした二は。並遺

.................................................................................................................................... 

なの形なばをすたこかとで祭発石
ど刀代どれは゜何れれ呼き祀見組今
を子とのるじ遺らはたばまのすみ回
模‘呼形岩め物か山状れせ痕るやの
し矢ばを石‘はの頂態るん跡に基発
たのれ模を柔奈行t—で土でをは壇掘
鉄先るし雙ら良為ら靡器し確至な調
製端もててか三をけ のた認らど査
巴にのつ人い彩示る昇甕がすずのt
ニ付ゃ＜ゃ滑ゃす甕まが‘る‘構お
手け‘ら舟石八もをし据須こ明造い
ュる小れ、と陵の使t→え恵と確物て
ア鏃刀た馬呼鏡でっ：置器はなをは
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（
雛
形
）
、
婉
な
ど
の
青
銅
製
容
器
、□
ほ
沖
ノ
島
、
大
島
御
嶽
山
遺
跡
、
一

壺
や
器
台
、
皿
等
の
土
器
な
ど
種
二
示
像
大
社
辺
津
宮
以
外
で
は
現
在
i

類
に
富
ん
だ
も
の
が
出
土
し
ま
し
二
り
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
i

た
。
二
且
い
の
関
連
性
を
示
す
証
拠
と
し
一

こ
れ
ら
大
島
御
嶽
山
遺
跡
か
ら
二
ど
注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
i

出
土
し
た
遺
物
は
沖
ノ
島
祭
祀
最
丁
山
頂
に
も
関
わ
ら
ず
遺
物
量
が
多
[

終
段
階
で
あ
る
露
天
祭
祀
の
時
期
i
い
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
一

に
あ
た
る
も
の
で
、
出
土
品
も
露
こ
滑
石
製
臼
玉
は
三

0
0
点
余
り
が
i

天
祭
祀
の
時
期
で
あ
る
沖
ノ
島
ー
コ
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
土
器
片
に
一

号
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
同
二
主
っ
て
は
相
当
量
が
出
土
し
て
い
i

一
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
奈
良
三
こ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
山
頂
で
繰
り
[

彩
の
小
壺
は
少
な
く
と
も
四
個
体
こ
返
し
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
i

以
上
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

人
や
舟
、
馬
な
ど
の
滑
石
製
形
代
は
一
今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
新

一
四
0
点
余
り
が
出
土
し
こ
れ
ら
丁
た
な
問
題
も
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

り
へ
ぃ
ー
四
世
紀
後
半
か
ら
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
沖
ノ
島
に
お
け
る

祭
祀
が
突
如
な
ぜ
露
天
祭
祀

の
時
期
に
大
島
で
も
お
こ
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
意
図
は
な

ん
だ
っ
た
の
で
し
よ
う
か
。

ま
た
、
辺
津
宮
で
も
滑
石
製

遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
時
期
に
辺
津
宮

で
も
祭
祀
の
お
こ
な
わ
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
報
告
書
の
作
成
に
向

け
整
理
作
業
を
進
行
中
で

す
。
作
業
が
進
む
に
つ
れ
新

た
な
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

上らにの設作戻槽泥えせ が職
げせよ水置りすに等付て—行員四
てるりを目上循てをけ池昨わの月
いと水循的げ環処吸‘塵年れ手中
るい質環でたシ理い堆ーのたに旬
［う悪さあ°スし上積ク清°よヽ
効化せる順テてげし成掃 り管

で果をる下調ム池濾たi勺時 翠冒
、を鈍事層にをに過汚蓼＂ 池を

プ掃 の中
をに 清心
据併 掃に
......................................................... 

当 今だ上上池
然二年つげにに
落年戸左る多落

- -鼻 畠ビ彗儡翼く皇
る業も中に掃後をとくの回だ犀従：嬰
意をうに決作‘終短‘堆だ 来ー

〖g冨旦息烹匹［冒＇塁冨 ］詞｀ｧ う清年た行回たで比もょ きに効想
呵と掃中がうは°作べ少り 続ー率像
す作に、事清今業るな、 き回を以

. . 
--

上：舟型出土の状況
中：祭祀遺物出土の状況
下：奈良三彩（小壺）

.~ . . . 
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去
る
四
月
三
日
（
日
）
、
中
津
宮
が
鎮
座
す
る
二
祭
体
験
ゾ
ー
ン
等
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し

筑
前
大
島
に
於
い
て
、
海
洋
体
験
施
設
「
う
み

□め
て
、
又
同
時
に
大
島
の
豊
か
な
自
然
や
景
観

ん
ぐ
大
島
」
の
竣
工
式
が
、
福
岡
県
麻
生
渡
知
事
：
を
十
分
満
喫
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

（
当
時
）
を
始
め
、
県
や
市
、
地
元
関
係
者
約
一
式
典
当
日
は
未
明
の
雨
も
止
み
、
午
前
十
時

二
百
名
参
列
の
も
と
行
わ
れ
た
。
ニ
二
十
分
、
大
島
小
学
校
生
徒
に
よ
る
磯
っ
子
太

同
施
設
は
島
の
南
西
、
渡
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
」
鼓
が
披
露
さ
れ
式
典
が
開
始
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で

り
徒
歩
十
分
の
区
域
に
、
県
の
離
島
振
興
政
策
一
は
稚
魚
の
放
流
を
行
っ
た
後
、
知
事
等
が
釣
り

で
総
事
業
費
十
七
億
八
千
万
円
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ニ
堀
を
体
験
、
釣
り
上
げ
た
鯛
を
早
速
刺
身
に
て

ク
ト
と
し
て
、
平
成
十
九
年
に
着
工
、
浮
桟
橋
食
さ
れ
、
玄
界
の
海
の

式
の
釣
り
堀
を
始
め
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
磯
観
幸
に
舌
鼓
を
打
た
れ

）
た
。

重
[
]
一
般
オ
ー
プ
ン
は

-
て}l
>

四
月
二
十
九
日
（
祝
）
、

ー
こ
―
ー
地
元
地
域
の
活
性
化

]
で
が
期
待
さ
れ
て
い
る

•
こ

[
]
l
 

r.. 襴●●—.'11*•:m●●●—屯

大
島
に
海
洋
体
験
施
設
「
う
こ
み
ん
ぐ
大
島
」
が
竣
工

、.‘‘｀ー＾ • -

新人紹介
rーー＇ `— 

4月 1 日付で、神職 1 名、巫女2名の職員が新たに加わりましたので、ご紹介致します
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ャ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

①名前 ②生年月日 ③出身 ④経歴（学歴） ⑤特技（趣昧） ⑥抱負
- ^ -

①神島亘（かみしまわたる）
・・ ②昭和49年2月 12 日 (37歳）
③宗像市神湊

④県立宗像高校
國學院大學文学部第一部神道学科

太宰府天満宮にて 15年奉職

⑤野球

⑥この度、四月一日付で宗像大社権禰宜を拝
命致しました。國學院大學卒業後は、太宰府
天満宮で神明奉仕に励んでおりました。太宰
·府で御指導いただいたことを肝に銘じ一層｀
の努力をしてまいる所存でございます。何卒、
御指導を賜りますようお願い申し上げます。

ヽ

①衛藤愛里（えとうあいり）
②平成4年5月 29 日 (18 歳）

③北九州市若松区高須南

'④折尾愛真高等学校
⑤スポーツ全般、特にテニスは
大好きです。中学校・高校では
テニス部に所属していました。

⑥憧れていた巫女さんにな
ることが出来、本当に幸せで
す。巫女という立場に誇りを
持ち、笑顔を絶やさず皆様に
頼られるような巫女になり
たいと思います。

ノ·

①森千尋（もりちひろ）
②平成 4年9月 21 日 (18歳）

③糟屋郡新宮町

④玄界高等学校

⑤バスケットをしたり体を動かす事
が大好きです。また、音楽を聴くの
も好きで、ジャンルは問いません。

⑥幼い時から親に連れられ、よく参拝し
ていた大社にご奉仕する事が出来るとは
夢にも思っていませんでしたが、自分の
長所である明るい性格を活かし、参拝に来
られた方々に温かい気持ちになって頂け
るような巫女さんになりたいと思います。



：
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
八
世
紀
中
頃
よ
り
は

一
六
次
調
査
で
は
、
西
六
世
紀
中
頃
ー
後
半

二
側
区
画
溝
を
掘
り
下
げ
代
と
捉
え
る
方
が
自

丁
た
と
こ
ろ
、
上
段
の
床
然
と
言
え
る
。
な
お
本

二
回
か
ら
六
世
紀
後
半
と
遺
跡
か
ら
土
器
類
は

」
捉
え
ら
れ
る
一
号
柵
列
多
く
出
土
し
た
が
「
墨

こ
跡
が
確
認
さ
れ
、
西
側
書
土
器
」
「
須
恵
器
硯
」

町
か
ら
行
橋
市
の
博
物
館
や
資
料

□
放
射
能
の
飛
散
、
と
次
か
ら
次
へ
と
一
世
の
貿
易
陶
磁
器
（
中
国
宋
代
か
二
区
画
溝
の
下
層
か
ら
は
、
．
「
石
帯
」
「
皇
朝
十
二

館
を
巡
っ
て
き
た
。
三
時
過
ぎ
に
、
一
震
災
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
口
ら
も
た
ら
さ
れ
た
青
磁
や
白
磁
等
）
ニ
ハ
世
紀
後
半
代
の
須
恵
器
、
似
非
一
銭
」
「
線
釉
陶
器
」
「
木
簡
」
と
い
っ

車
の
ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
ら
、
東
北
＂
る
。
ま
さ
に
国
難
で
あ
る
。
日
本
二
り
混
入
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
弥
・
土
師
須
恵
器
が
大
量
に
出
土
し
た
。
た
官
衛
に
関
す
る
遺
物
は
出
土
し

一
地
方
で
大
地
震
が
発
生
し
、
大
津
一
人
が
心
を
一
っ
に
し
て
復
興
に
全
一
生
土
器
以
外
の
主
な
出
土
土
器
は
二
四
号
建
物
跡
は
、
わ
ず
か
な
出
土
二
J
い
な
い
」
（
古
賀
市
文
化
財
調
査

｛
波
が
次
々
に
襲
い
街
々
を
呑
ん
で
い
丁
刀
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ハ
世
紀
後
半
代
、
八
世
紀
中
頃
の
こ
遺
物
で
あ
る
が
、
六
世
紀
後
半
代
二
報
告
書
第
四
六
集
二

0
0
七
）

昼
る
と
い
う
。
青
森
・
宮
城
・
岩
手
・
一
日
本
の
底
力
を

1

。
二
須
恵
器
、
似
非
土
師
須
恵
器
（
須
二
り
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。
一
ま
た
こ
の
一
帯
か
ら
は
鹿
部
山

T
A
·
福
島
の
景
勝
地
と
漁
港
の
三
陸
海
一
さ
て
田
渕
遺
跡
の
つ
づ
き
を
。
二
思
器
の
つ
く
り
方
で
焼
い
た
土
師
一
建
物
跡
の
時
期
は
、
六
世
紀
後
一
を
望
む
よ
う
に
し
て
祭
祀
も
行
わ

息
岸
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。
地
―
調
査
で
は
主
要
な
遺
構
の
建
物
跡
二
器
、
色
は
土
師
器
の
赤
っ
ぽ
い
色
：
半
代
と
八
世
紀
中
頃
の
土
器
が
含
一
れ
た
よ
う
で
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
・

＂
て
つ
せ
い
か
が
み

A
i
 

U
N一
獄
の
光
景
に
声
も
出
な
か
っ
た
。
そ
丁
か
ら
は
、
時
代
を
確
定
で
き
る
遺
二
調
）
で
あ
る
。
：
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
口
鉄
製
鏡
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鉄
斧
、
舟
形
、

物
は
土
器
以
外
に
と
ぼ
し
い
の
で
―
ニ
・
三
号
溝
状
遺
構
。
二
号
溝
状
：
ど
ち
ら
か
に
納
ま
る
と
考
え
ら
れ
一
土
玉
、
土
勾
玉
、
滑
石
製
玉
類
も

M

{

 

あ
る
。
報
告
書
で
調
査
の
担
当
者
は
こ
遺
構
直
上
土
器
群
は
、
三
号
建
物
：
る
。
西
側
区
画
溝
、
四
号
建
物
跡
、
丁
か
な
り
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

宗

「
官
衛
的
大
型
建
物
群
」
の
設
営
時
一
跡
の
西
端
に
位
置
す
る
柱
列
と
同
ニ
―
号
、
三
号
溝
状
遺
構
は
、
六
世
二
ま
た
中
世
と
思
わ
れ
る
掘
立
柱
の

期
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
：
じ
く
西
側
斜
面
包
含
層
に
覆
わ
れ
二
紀
後
半
の
土
器
を
伴
い
、
七
次
調
：
狭
い
小
屋
を
つ
く
り
祭
祀
を
度
々

た
。
遺
構
か
ら
の
出
土
土
器
は
、
そ
こ
J
お
り
、
六
世
紀
中
頃
ー
後
半
代
一
査
の
一
号
溝
状
遺
構
は
八
世
紀
中
一
行
っ
た
場
所
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

の
大
型
建
物
の
前
代
の
弥
生
土
器
二
り
須
恵
器
、
似
非
土
師
須
恵
器
が
二
頃
を
下
限
と
す
る
た
め
、
東
側
区
二
白
代
、
中
世
に
鹿
部
山
は
信
仰
の

―
画
溝
の
埋
没
は
八
世
紀
中
頃
を
潮

□
対
象
と
も
な
っ
て
い
た
。

い
い
叶
[
[
い
[
口
睾

一
量
に
出
土
し
た
」
と
報
告
で
述
べ
ら
畜
：

一
れ
て
い
る
゜
綽

連
い
い
日
旦

u

『

｀
出
土
状
況
か
ら
い
え
ば
、
官
衛

五
大
型
遺
物
群
の
造
営
時
期
を
、
口
＂

7
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し
い
た
だ
し
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一
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

二
感
覚
融
合
生
じ
る
ら
し
も
写
真
の
カ
レ
ー
見
詰
め
る
う
ち
に
な
ま
つ
ば
と
匂

]
感
覚
融
合
は
辞
書
に
無
い
言
葉
。
一
種
の
造
語
と
考
え
る
こ
と
に

-
[
す
る
。
視
覚
に
さ
そ
わ
れ
嗅
覚
ま
で
刺
激
を
受
け
た
作
者
が
面
白
い
。

]
宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
i
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
の
ぞ
け
ば
珈
四
ち
ん
ま
り
と
坐
り
て
い
た
る
亡
母
の
浮
か
び
ぬ

~
ち
ん
ま
り
が
絶
妙
。
母
の
姿
を
強
調
す
る
為
に
二
句
切
れ
に
し

う
か
ら
逝
き
子
ら
も
去
り
ゆ
き
独
り
ゐ
し
朝
か
ら
誰
と
も
口
き
か
ず
す
ぐ
一

寂
し
い
思
い
の
零
れ
る
歌
。
う
か
ら
に
は
子
供
も
入
る
の
で
、
~

一
＿
初
句
は
〈
妻
の
逝
き
〉
に
し
、
三
句
を
〈
独
り
ゐ
の
〉
と
し
て
み
た
。
[
[
い
：
口
」
』

L
[〖
こ
』
『
｛
口

□『
』
』
』
』
ま
り
と
後
部

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

昨
日
今
日
変
ら
ぬ
い
の
ち
生
き
継
ぐ
に
戦
闘
帽
の
亡
夫
あ
ゆ
み
来
ぬ
一
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

作
者
の
夢
に
現
れ
る
夫
は
戦
時
中
の
若
い
姿
。
〈
昨
日
今
日
生
き
]
小
松
左
京
の
「
日
本
沈
没
」
さ
な
が
ら
に
津
波
が
遡
行
す
る
わ
が
宮
城
野
を

[
―
継
ぐ
わ
れ
の
夢
に
出
で
戦
闘
帽
の
亡
き
夫
寄
り
来
〉
と
し
て
み
た
。
一
大
津
波
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。
作

]
者
は
現
実
と
は
思
え
な
い
津
波
の
映
像
に
心
底
驚
き
慄
い
た
の

~
ー
だ
。
結
句
の
わ
が
は
出
身
地
で
な
け
れ
ば
再
考
を
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

乗
り
た
れ
ば
昨
日
の
タ
ク
シ
ー
お
迎
え
に
あ
ら
あ
ら
と
て
や
ユ
リ
ッ
ク
ス
発
つ
i

言
葉
の
順
序
を
入
れ
換
え
る
と
分
か
り
や
す
く
な
る
。
〈
ユ
リ
ッ
ク
[
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

‘
-
ス
に
迎
え
に
来
た
る
タ
ク
シ
ー
は
あ
ら
あ
ら
昨
日
と
同
じ
：
戸
堂

□
花
が
咲
き
鳥
は
囀
り
猫
が
来
る
春
の
畑
に
我
は
草
抜
く

―
＿
さ
ん
〉
。
結
句
は
字
余
り
だ
が
作
者
の
気
持
ち
は
こ
れ
く
ら
し
て
は

0

:
童
話
の
よ
う
な
楽
し
い
風
景
。
賑
や
か
す
ぎ
る
感
じ
が
あ
る
の

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
は
主
語
述
語
の
関
係
の
四
組
が
並
列
に
な
ら
ぶ
か
ら
か
。
一
番

国
宝
と
明
示
さ
れ
ゐ
て
出
土
品
た
っ
た
一
枚
の
ガ
ラ
ス
の
む
か
う
[
-
表
現
し
た
か
っ
た
の
は
ど
こ
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

国
宝
が
あ
ま
り
に
無
造
作
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
く
作
者
。
i

.
—
出
土
品
が
何
な
の
か
が
分
か
る
と
共
感
し
や
す
い
。
二
句
は
〈
明
[
‘
し
り

l＿
示
さ
れ
た
る
〉
に
。
呵
賀
に
来
て
ホ
テ
ル
で
食
は
ず
横

T
の
魚
醤
ベ
ー
ス
の
ラ
ー
メ
ン
啜
る

i
石
川
県
は
食
べ
物
の
美
味
し
い
所
だ
が
、
魚
醤
ベ
ー
ス
の
ラ
ー

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
一
メ
ン
も
美
昧
し
そ
う
だ
。
二
句
は
説
明
的
で
不
要
、
横
丁
か
ラ
ー

は
や
ば
や

松
の
苗
防
風
林
に
植
え
ら
れ
て
幹
は
早
早
曲
り
て
立
て
り
]
メ
ン
の
描
写
に
音
数
を
使
い
た
い
。

防
風
林
の
松
の
苗
の
曲
が
り
に
気
付
い
た
作
者
の
観
察
眼
に
脱
]
宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

：
ガ
ン
に
病
み
片
目
を
切
除
勉
強
し
合
格
メ
ー
ル
孫
は
奈
良
へ

[
―
帽
。
四
・
五
句
を
〈
幹
は
早
早
風
に
曲
が
れ
り
〉
と
し
た
い
。
＂

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子
一
詠
み
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
一
首
に
全
部
入
り
き
ら
な
い
。
先

ふ
る
さ
と
の
春
の
香
な
り
し
蓬
草
川
辺
に
摘
み
て
水
面
に
浮
か
べ
り
i
ず
〈
癌
を
病
み
片
目
失
く
せ
し
孫
か
ら
の
メ
ー
ル
は
受
験
の
合

故
郷
を
離
れ
住
む
作
者
の
望
郷
の
歌
と
読
ん
だ
。
結
句
の
作
者
i
格
知
ら
す
〉
。
奈
良
へ
進
学
す
る
こ
と
は
も
う
一
首
別
に
。

□
詞
げ
口
只0
っ
た
が
、
川
に
う
か
べ
た
の
な
ら
〈
川
面
ロ
ゴ
乱
判
互
ー

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣
i
咲
き
盛
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
散
る
ほ
か
に

く
れ
な
ず
む
弥
生
の
空
に
忘
れ
ゆ
き
道
行
く
人
も
家
路
へ
い
そ
ぐ
i
す
べ
の
あ
ら
ね
ば
風
待
た
ず
散
る

夕
焼
け
か
ら
暮
れ
る
ま
で
の
空
の
変
化
に
時
を
忘
れ
見
と
れ
た
[
う
め
童
女
ヽ
さv
ら
少
年
す
ぎ
ゆ
き
し

作
者
か
。
三
句
以
降
を
〈
時
わ
す
れ
気
付
け
ば
人
ら
家
路
を
急
ぐ
〉
。
一
里
に
あ
ら
は
る
腸
た
け
た
藤

眉宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

制編発電
作
・集行
印
刷人人話

住

所

〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

（O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
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（
代
）

蔽
津
幹
之

大
塚
宗
延
•
松
林
拓

ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

宗
像
市
武
丸
白
土

玄
海
の
波
高
く
し
て
足
止
め
や

三
月
十
五
日
付
で
広
報
課

へ
異
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
福
岡
生
ま
れ
の
三
十
歳
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
家
庭
で
育
ち
、
紆
余
曲
折
を
経
て
大
社
に
奉
職

し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
編
集
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
長
い
目
で
成
長
の
程

お
見
守
り
下
さ
い
▼
異
動
し
た
手
始
め
に
、
社
報

「
宗
像
」
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
たT
「
宗

像
」
は
、
明
治
二
十
四
年
に
、
他
郷
で
活
躍
す
る
宗

像
出
身
者
へ
大
社
の
祭
事
、
郷
土
の
現
況
を
伝
え

る
目
的
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
先
の
大
戦
に
よ
っ

て
休
刊
と
な
る
も
、
昭
和
三
十
四
年
六
月
の
皇
太

子
殿
下
（
今
上
陛
下
）
御
成
婚
奉
祝
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
社
報
「
宗
像
」
と
し
て
復
刊
さ
れ

現
在
に
至
り
ま
す
。
日
本
国
内
に
止
ま
ら
ず
遠
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ド
イ
ツ
の
愛
読
者
の
元
へ
も
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
▼
今
後
、
紙
面
の
更
な
る
充

実
を
目
指
し
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
松
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

耳
納
山
背
負
ふ
久
留
米
の
椿
園

眉俳
句
作
品
集

凌


